










要約 心身症とその近縁の状態について現在どのような対応がなされているか、またその

中で改善できる点は何かについて調査を行った。症状が出現した時、約半数が近医を受診

し、受診したものの約 20%がその時点で身体疾患ではないと考えられ、一部の症例では診

断上の問題があった。また学校で教師は不登校の背景因子と考えられたいじめや友人との

人間関係に積極的に対応している場合があり、また少数ではあるが学校、教師の対応が不

適切であったと思われる症例もみられた。

改善すべき点が記載されたものは不登校の症例が多く、内容としては家庭内の問題が約

70%あり、その中で特に親子関係や母親の態度の改善を指摘するものが多かった。学校に

ついては担任教師の態度や対応の改善を、近医においては説明の不足、診断の問題、調査

対象施設では家族関係の調整の困難さや来院の中断についての問題が指摘されていた。


